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輸出戦略実行委員会開催要領

第１ 趣旨

世界の食市場は、平成32年までに、平成21年の340兆円から680兆円に倍増すると見込まれ

ており、我が国の農林水産物・食品産業の発展のためには、この成長を取り込むことが不可

欠である。こうした観点から2020年に農林水産物・食品の輸出額を一兆円規模に拡大すると

いう目標が掲げられている。この具体化に向け、農林水産省では、現場の意見等も踏まえつ

つ、重点品目ごとに目標額や重点国・地域を定めた「農林水産物・食品の国別・品目別輸出

戦略」（以下「輸出戦略」という。）を2013年８月29日に策定・公表した。今後、一兆円目標

に向け本戦略に基づいた取組を着実に実行し、ＰＤＣＡサイクルに基づきながらオールジャ

パンでの輸出拡大に取り組んでいくこととしている。

こうした考えの下、輸出戦略に基づく取組の検証や、オールジャパンでの実効性ある輸出

拡大に向けた取組体制等について議論を行うため、農林水産物等輸出促進全国協議会（以下、

「全国協議会」という。）の下に各重点品目の団体等で構成する輸出戦略実行委員会（以下

「実行委員会」という。）を設置する。

第２ 構成

１ 実行委員会の委員は全国協議会に参加する関係府省及び事業者団体等により構成される。

２ 必要に応じて委員を追加・変更できることとする。

３ 実行委員会の下に、重点品目ごと、主要テーマごとに別紙のとおり部会を設置し、品目

ごとの輸出戦略に基づく取組の検証等を行うこととする。

４ 地方ブロック意見交換会（全国９か所）を開催し、現場の意見を把握し、実行委員会の

議論に活用する。

第３ 運営

１ 実行委員会の議事は、個別企業の活動や販売戦略に関わる内容も含まれることから、

原則非公開とするが、委員全員の了解が得られる場合には、公開とすることができる。

２ 実行委員会の庶務は、農林水産省食料産業局輸出促進グループが行う。



（別紙）

輸出戦略実行委員会構成

地方ブロック意見交換会

水産部会
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農林水産物等輸出促進全国協議会

輸出戦略実行委員会

品目部会

牛肉部会



輸出戦略実行委員会 委員

農林水産省食料産業局長 櫻 庭 英 悦

農林水産省大臣官房総括審議官（国際） 今 城 健 晴

農林水産省消費・安全局長 小 風 茂

農林水産省生産局長 松 島 浩 道

林野庁長官 今 井 敏

水産庁長官 本 川 一 善

内閣官房知的財産戦略推進事務局長 横 尾 英 博

外務省経済局長 齋 木 尚 子

国税庁長官官房審議官 上 羅 豪

厚生労働省医薬食品局食品安全部長 三 宅 智

経済産業省通商政策局長 鈴 木 英 夫

国土交通省大臣官房物流審議官 羽 尾 一 郎

観光庁次長 山 口 裕 視

（一社）日本木材輸出振興協会会長 安 藤 直 人

（独）日本貿易振興機構理事長 石 毛 博 行

全国農業協同組合中央会常務理事 金 井 健

全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会会長 木 村 良

（一社）日本貿易会会長 小 林 栄 三

日本酒造組合中央会会長 篠 原 成 行

（一財）食品産業センター会長 正 田 修

水産物・水産加工品輸出拡大協議会 副会長 白 須 敏 朗

全国農業協同組合連合会代表理事専務 神 出 元 一

日本茶輸出促進協議会会長 榛 村 純 一

全国知事会農林商工常任委員長（北海道知事） 高 橋 は る み

全国花き輸出拡大協議会会長 田 島 鉄 弥

日本畜産物輸出促進協議会理事長 菱 沼 毅

日本青果物輸出促進協議会会長 守 谷 潤 一


